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Derwent Data
Analyzer (DDA)

②様々な統計機能
とレポート機能・
⽂章の利⽤ 編 様々な統計機能を利⽤して傾向の発⾒や

⽐較分析を⾏う
上のレポート機能では裏で様々な統計機能が動いています。
それらは、単体で機能として⽤意されており必要に応じて利⽤できます

・ピボットツール
・マトリクスの統計機能（自己相関・相互相関）
・統計機能
・散布図
・新規傾向の発掘（年代分析）
・急上昇中ワード（出現指標）

文章からの分析
⽂章データの整理を攻略する︕

主にDWPIの抄録の⽂章を利⽤してキーワードの分析を⾏う場合に
必要な処理⼿順について紹介します。

・DWPI抄録とそれを生かした分析
・⽂章データ整理⼿順
・必要なキーワードリストを作成する
・キーワードをグループ化する
・次回の分析のためのシソーラスの利⽤
・概念グリッド
・⽇本語、中国語のテキストの処理（ベータ版）

豊富なレポート機能を通して、比較分析や
動向分析を⾏う

◆⾃動出⼒レポート

・企業動向レポート
・テクノロジーレポート
・企業比較レポート
・文献トピック・文献組織レポート

◆カスタマイズ形式レポート

・スーパープロファイルレポート
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豊富なレポート機能を通して、比較分析や
動向分析を⾏う
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簡単︕自動出⼒レポート
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自動出⼒レポート
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データ抽出してから描くマップ自動出⼒レポートは、ボタン1つで、取り込んであるデータから定型のレポートを出⼒する機能です。
以下の3つのタイプが用意されています。
・企業比較レポート
・企業レポート
・テクノロジーレポート
国への出願状況や技術分野、発明者、さらにはここ数年での新しい出願傾向等などもレポートします。



Top5社の技術を自動比較

事例︓Company comparison : Top 5 assignees

TORAY IND INC TOYOBO KK

L03-B05A [44] 磁気テープ A02-A07C [10]

重合触媒-有機
アルミニウム
化合物

T03-A01B [38]
データ記録の気
層 A05-F01C [9]

ポリアミドの
製造

T03-A01F [29]
データ記録の層
の配置 V04-R05A1 [7]

プリント基板
のセラミック

ユニークマニュアルコード

TORAY IND INC 
& TOYOBO KK

J01-C03 [63]
半透膜セパレー
ションプロセス

A12-W11J [49]
汚染コントロー
ル-水処理

D04-B07F [33] 海水の脱塩

共通マニュアルコード

東洋紡と東レは汚⽔処理や
海水の脱塩など技術で対抗す
るが、東レはデータの記録技術、
東洋紡はポリマーの製法などに

特徴がある。

データ抽出してから描くマップ

6



自動出⼒レポート種類と機能

種類 目的 レポート対象フィールド

企業レポート
（主に特許）

出願人の中から1社選択し、その企業の出願先の国、分野、発明者
の年代別傾向、新傾向などをレポートします。

• People（発明者など）
• Organization （出願⼈など）
• Year （優先権主張年など）
• Country （出願国など）
• Technology （IPC、マニュアルコードなど）

企業比較
レポート
（主に特許）

出願人の中から2-5社を選択し、出願動向を比較します。
選択した企業の出願先の国、分野、発明者の年代傾向、共同出願
傾向、ユニークな分野などをレポートします。

2-5社について
• People（発明者など）
• Organization （出願⼈など）
• Year （優先権主張年など）
• Country （出願国など）
• Technology （IPC、マニュアルコードなど）

テクノロジー
レポート
（主に特許）

技術分野の動向
ファイル中の動向について、出願先の国、分野、発明者の年代傾向な
どをレポートします。

• People（発明者など）
• Organization （出願⼈など）
• Year （優先権主張年など）
• Country （出願国など）
• Technology （IPC、マニュアルコードなど）

文献トピック
（主に論⽂）

論⽂の傾向を分析
年、組織、国、トピックワードごとの傾向、新出
などを分析してレポートします。

• ⼈名 （著者名など）
• 機関名 （所属機関など）
• 場所 （所属機関住所の国情報など）
• 年 （発⾏年など）
• Subtopics （著者キーワード、キーワードプラスなど）
• Subjects （標準化ジャーナル主題分野など）

文献組織
（主に論⽂）

所属機関の中から組織を1つ選択し、年、組織、国、トピックワードの
傾向を分析してレポートします。

• ⼈名 （著者名など）
• 機関名 （所属機関など）
• 場所 （所属機関住所の国情報など）
• 年 （発⾏年など）
• Subtopics （著者キーワード、キーワードプラスなど）
• Subjects （標準化ジャーナル主題分野など）
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カスタマイズ可能なレポート
プロファイルレポート
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プロファイルレポート

データ抽出してから描くマップ

プロファイルレポートは企業別に、Top5/10の分野はどこか︖直近の分野はどこか︖その他の企業にはないユニークな分野はどこか︖等、分析した結果をプロ
ファイル形式で表⽰をするレポートです。分野だけではなく、フィールド作成してある様々なデータを選択することができ、⾃由度の⾼いレポート作成が可能です。
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プロファイルレポートの作成
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プロファイルする基準のフィール
ドを選択し、「OK」をクリック
（例︓出願⼈top10など）

＋をクリックし、分析
項目の列を追加

例えば、出願年の線グ
ラフを追加するため、
「折れ線グラフ」を選択

出願年フィールドを選択し、
５（年間）を対象に設
定し、[OK]をクリック

＋をクリックし、分析
項目の列を更に追加

操作手順:
「レポート」メニュー⇒スーパープロファイル

Excelへエクスポート、テンプ
レート保存はこちら

不要な列は削除可



プロファイルを作成後、 Excelエ形式でエクスポートできます。

プロファイルのExcelエクスポート

クリック

クリックし、Excel形式
でエクスポート
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プロファイルを作成後、 プロファイルの形式をテンプレートとして保存し、活用できます。

プロファイルのテンプレート保存

クリック

クリックし、プロファイル
の形式をテンプレート
として保存

テンプレート名を⼊⼒し保存テンプレート名を⼊⼒し保存

改めてプロファイルを
作成する際、テンプ
レートを選択できます
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プロファイルの列
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列タイプ 例

数値 統計 被引用数の平均値、最大値など

グラフ 棒グラフ 出願年・優先権主張年毎の件数推移

折れ線グラフ 出願年・優先権主張年毎の件数推移

円グラフ 出願先の国（ファミリーメンバー国など）の割合
特許分類の割合
概念グループの割合

列タイプ 例

項
目

上位の項目 件数上位の発明者
件数上位の特許分類
件数上位の概念グループ

グループ名 概念グループ

最近の項目 最近の技術ワード
最近の特許分類

年 年範囲 出願年・優先権主張年毎の期間



様々な統計機能を利⽤して傾向の発⾒や
⽐較分析を⾏う
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Matrix(マトリクス)の作成︓自⼰相関マトリクス – IPCキャッチワーズ

縦軸データと横軸データの相関係数を
示します。

相関とは
相関係数は、0〜1までの数値で表現されます。
1に近ければ近いほど相関(類似性)が高く、
0に近ければ近いほど、相関(類似性)は低くなります。

正の値である場合は、正の相関
   = ー方が増えればもう一方も増える、
       一方が減ればもう一方も減る傾向にある
負の値の場合、負の相関

= ー方が増えればもう一方が減少、
       ー方が減ればもう一方は増える傾向にある 。

【自己相関マトリクス】
同じフィールド内にて、マニュアルコード同士の相関を示しています。
分野同⼠の関連性の⾼さを把握することができます。例えば、IPCキャッチワーズなどの分類を利⽤すると、分野同⼠の関連度を把握することができます。
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自⼰相関マトリクスの作成︓IPCキャッチワーズの関係性を⾒る

2

軸データを選択3

4

「自己相関」を選択

1
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Matrix(マトリクス)の作成︓相互相関マトリクス - 出願人 x IPCキャッチワード

縦軸データと横軸データの相関係数を示します。

相関とは
相関係数は、0〜1までの数値で表現されます。
1に近ければ近いほど相関(類似性)が高く、
0に近ければ近いほど、相関(類似性)は低くなります。

正の値である場合は、正の相関
   = ー方が増えればもう一方も増える、
       一方が減ればもう一方も減る傾向にある
負の値の場合、負の相関

= ー方が増えればもう一方が減少、
       ー方が減ればもう一方は増える傾向にある 。

【相互相関マトリクス】
同じフィールド同⼠を、別のフィールドを通して、どの程度相関があるかを⽰しています。
この例の場合、マニュアルコードを通して⾒て、どの出願⼈が同じような分野で競合しているかを⽰します。
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相互相関マトリクスの作成︓出願⼈の関係性をIPCキャッチワーズの関係性から⾒る

2

相関性を取るフィールド
を選択3

5

「相互相関」を選択

観点となるフィールドを
選択4

1
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相互相関マップの作成︓出願⼈の関係性をIPCキャッチワーズの関係性から⾒る

1

設定の方法は、マトリクスと同じです。
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ファクターマップの作成︓発明者のグループを知る

2

分析対象を選択
例:発明者、分類など3

4

一緒に登場する相関性の高いものが
グループ化されます。

グループ化したファクター同士の
相関性を表現します

【解析対象にした
リストを開くと・・・・】

1
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1

2 比較するフィールドを選択します。

3

何で⽐較するか︖の対象となる数値
データフィールドを選択
※データタイプが「数」になっているものが
選択可能

統計機能を利⽤する

データ抽出してから描くマップ

４

【統計機能】
数値に関するデータから、出願⼈や発明者、分野など様々な分析を⾏うことが出来ます。
数値のデータであれば、何でも利⽤することが出来ます（引⽤数、出願国数、ファミリーメンバー数等）
例︓被引⽤データから、出願⼈の平均引⽤数ラインキングを作成する
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統計結果をExcelファイルにエクスポート ご利⽤場⾯
統計結果（合計、平均、最小値、中央値、最大値）をExcelファイルに
エクスポートし、Excelの機能で深堀解析へ展開できるようになります。

クリックしてExcel
にエクスポート
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統計の数式設定︓ユーザー独自の数式を設定でき、ユーザーの基準で数値を計算することができます。

ご利⽤場⾯
数値データを自由に組み合わせ、ユーザーの判断で重み付けし、
ユーザー独自のスコアを計算できます。

例えば、
・出願人毎・発明者毎の特許の価値スコア
・出願⼈毎・発明者毎・論⽂著者の年平均被引⽤数
などの計算に活用できます。

操作手順:
１．「解析」メニュー⇒統計
２．分析するフィールドと数値フィールドを選択

３． をクリック

４．数式を作成後、計算

四則演算
フィールド

追加/削除数式に組み込むフィールド

重み付けの
数値

演算の設定

数式の作成画面

計算開始

例︓被引⽤数とファミリー国数をの組み合
わせた数値計算
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 2 つの⽇付間の時間を⾃動的に計算して、その情報を新しいフィールドに保存できます。たとえば、満了した思われる特許を識別するにはレコードの優先
権主張⽇と現在の⽇付の差を計算し、ある⽇付で満了すると思われる特許を確認するには優先権主張年と将来の⽇付の差を計算します。

日付の差の計算

権利満了前の
特許の可能性

優先権主張日

本日（計算する日）

操作手順:
1．「解析」メニュー⇒日付の差の計算
2．日付１を選択
3．日付２を選択
4．間隔の単位を選択
5．OKをクリック

1

２

３

４

５
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ピボットツール

Insert footer

表示形式を様々にアレンジ可能で
プレゼンテーション資料にも使いや
すい︕

単純にレコード数を表示することもできるし、
特定の数値の合計、平均、中央値などの
統計値を表示させることもできる。
例︓ 発明者数、被引用数、出現指標
スコア、特許価値指標（技術分野の重
要度、戦略的重要度など）

表⽰形式の変更

ドラッグ＆ドロップで縦軸・横軸に
利⽤するデータを⼊れ替え可能

ピボット上に描きたいデータをピックアップしておくだけで、
縦ｘ横の2軸のマトリックスを描いてくれます。
また、ドラッグ＆ドロップで様々なデータを動かすだけで
1軸に2つ以上のデータを入れ子状に表示したり、表
示するデータも選択できるため、非常に簡単に分析を
進めることが可能です。
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ピボットツールの作成

1

2

ピボット上で利⽤し
たいデータを選択

3 ドラッグ＆ドロップで最初の
[Rows] 縦軸
[Columns] 横軸
を決定する

4
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ご利⽤場⾯
件数を円グラフの大きさで表し、内訳
をパイで表します。

例えば、
・企業別の特許の有効・無効の割合
・企業別の出願国の割合
・国別の企業割合
などの把握に利⽤できます。

操作手順:
１．「レポート」メニュー⇒シートの追加⇒ピボットツール
２．フィールドの選択
３．形式を「マルチ円グラフ」に設定

・企業別の出願国の割合

・企業別の特許の有効・無効の割合

・国別の企業割合

表⽰形式のバリエーション︓マルチ円グラフ

27



表⽰形式のバリエーション︓Excelフォーマット

ご利⽤場⾯
⼤量のデータを分析する際、データ処理や集計作業は
DDAで⾏い、結果をExcelにエクスポートすることで、
Excel機能の活用や社内関係者と分析結果を共有で
きるようになります。

操作手順:
１．「レポート」メニュー⇒シートの追加⇒ピボットツール
２．フィールドの選択
３．形式を「表」、「ヒートマップ」などに設定し、テーブルを作成
４．形式を「Excelのエクスポートフォーマット」に設定
５．表示されるデータをコピーし、Excelファイルにペースト

形式の選択

形式の選択

Excelファイルにコピぺ後、データバーを設定した場合
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散布図を使った2軸の統計機能

年代を動かすことで、どのように変化して
きているかも簡単に把握することが可能

データ抽出してから描くマップ

【散布図】
縦・横の2軸に様々な指標をとり、その平均個数や合計個数などを計算、出願人・発明者・IPC分野な
ど、様々な指標の⽐較分析を⾏うことが出来ます。引⽤、分類、出願国などの指標を使った⽐較に適し
ています。
例︓IPCのバリエーションの平均値と出願先国数からTOP企業のポートフォリオを比較する
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より多くの出願人によって
取り組まれている

より多くの国に出願
されている
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散布図︓Year Pathでドットの軌跡を表示 年単位の軌跡を表示することで、各ドット（出願人など）の数値（被引用数な
ど）が伸びているかどうか確認することができます。

「Show Year Paths」を
チェック

各出願人の発明の数と被引用数 LG Chem社の各発明者の発明の数と被引用数

LG Chem社は他
の同数（発明）
の出願人より被引
用数が多い。右上
に伸びていて、各
年の特許が引⽤さ
れている。

被
引
用
数
の
合
計

発明の数

AHN She-Won
氏の発明は被引用
数が多い。この方の
発明はどのようなも
のだろうか︖

この出願人の軌跡
はX軸と並⾏してい
て、被引用数は伸
びていない。
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散布図を使った2軸の統計機能 1

4 Y軸の指標を選択

3 X軸の指標を選択

5
年スライダーに利⽤する年
の指標を選択

6

2
バブル(ドット)に表現する比較対象
フィールドを選択

フィールドの処理設定について

レコードごとの平均用語数（一意）
1レコード(通常はファミリー)に指定した指標がいくつ含まれ
るか︖を計算し、その平均値を算出。
例︓分類-IPC
A社のレコードには平均していくつのIPCが付与されている
か︖

用語(一意）の合計数
1レコード(通常はファミリー)に指定した指標がいくつ含まれ
るか︖を計算し、その合計値を算出。
例︓DWPIファミリーメンバー国
A社のレコードには全体でいくつのファミリーメンバー国が含ま
れているか︖

Sum of Values/Average of Values
数値データ（例︓被引⽤数、特許価値スコアなど）は合
計（Sum）または平均（Average）を選びます。

データ抽出してから描くマップ
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技術の最初の芽と
伸び盛りの分野の
発⾒(抽出）

萌芽期 成⻑期 成熟期

変曲点

ここの傾向にあるワード
企業を抽出する

年代分析

ここの傾向にあるワード
を抽出する

出現指標
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年別分析︓IPCや⾔葉・企業がいつ最初に出現したかを知る

1 2 分析するフィールドを選択。
IPC, 用語, 出願人など

3 年の分析に利⽤する指標を選択
優先権主張年(最先)などを選択

4
年の列をダブルクリックすると、その
年に最初に出現したものをトップに
表示します。

データ抽出してから描くマップ

萌芽期 成⻑期 成熟期

変曲点

ここの傾向にあるワード
を抽出する

このレポートでは、様々な指標が
何年から出現したか、何年を最後に出現
しなくなったかについて知ることができ、最近
の動向について、簡単に調べることができま
す。

例: 
IPC、⾔葉 : 近年新しく出現した分野や
⾔葉を知る
出願人: 近年新しく参⼊した企業を知る
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出現指標(Emergence Indicator)︓注⽬トピックを発⾒して可視化する

データ抽出してから描くマップ

10

year

3

10年以上あるデータを元に、
・1発明者/著者からしか出ていない用語を削除（コミュニティーが存在していること）
・最初の3年間にも頻繁に出現している単語は、⼀般的⽤語とし、スコア化しない

タイムスライスの終わりに
向かって急激な伸び
⇒スコア高い

10

year

3

（最初の３年）
どのような用語が共通か
判断するためのベース
※スコア算出しない

（最後の７年）
スコア算出されるエリア

変化があまりない
⇒スコアなし/低い

萌芽期 成⻑期 成熟期

変曲点

ここの傾向にあるワード
を抽出する

出現指標は、⼤量の情報の中から、伸びてきている成⻑期に値する、注⽬トピックを探し出すのを助ける機能です。
経年の出現頻度やコミュニティーの有無などから算出したスコアで表現します。
・最近伸びてきているか︖
・コミュニティーがあるか︖
タイトルや抄録の文章、国など、様々な情報を分析し、出現性から短時間で重要なものを導き出すことができます。
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出現指標︓作成⽅法①

1

2
指標を出す対象の用語フィールド
を選択（クリーニング・ストップワード後がよい）

3 年指標を選択
例︓（優先権主張年ー最先）

4

国の指標を選択
例: ファミリーメンバー国

6

自然言語（NLP） 出願国   発明者   出願人

出現指標のスコアが高い
特許がわかります

出現指標のスコアが高い
出願人、発明者、出願国がわかります

出現指標のスコアは、
オプションフィールドのスコアに
影響します

最後の年は無視

データ抽出してから描くマップ

5 散布図を作るオプション

レポート⇒出現指標の図表化
からでもOK
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出現指標︓作成⽅法②

データ抽出してから描くマップ

スコアのついたキーワードや分類

スコアのついた発明者 スコアのついた出願先の国

スコアのついた出願人

スコア

レコード数

このレポートは、出現指標の計算で得られた結果を
スコア x レコード件数 の散布図にまとめ、
1ページで把握できるようになります。
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文章からの分析
⽂章データの整理を攻略する︕
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Derwernt World Patents Index(DWPI)の独自抄録

どんな技術か︖

利⽤⽤途は︖

どんな利点・新規性か︖

国ごとにフォーマットの異なる⻑い
請求項と明細を

統一形式のレポート抄録
にまとめています。
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DWPIを活かしたKeyword x Keywordの分析(視点)

優位性

用途

用途

新規性

優位性

新規性

・どんな技術がどんな利点を⽣むか
・どんな問題に対処するためにどんな
技術が⽣まれているか︖

・どんな改善を⾏った発明が、どんな
⽤途に活かされているか︖

・どんな新規発明がどんな用途に
活かされているか︖
・どの用途に使うためには、どんな
技術が必要なのか︖
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

1

2

3

文章からフレーズを抜き出したリストを作成します。（NLP処理）

⽂章処理したいフィールドを開きます。

クリーニングします。⽶英語・ステミング処理を⾏います。

4

類似表現・類義語を検索し、自分の⾔葉でグルーピング
します（概念グループ作成)

5

ストップワードを適⽤し、不要な⾔葉を取り除きます。
（ストップワードリストが必要）
  ➔ここまでのキーワードリストから必要なものに絞って
     フィールド化する

概念グループをフィールド化する6

(オプション)概念グループのシソーラスを作成する・利⽤する7

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
リ
ス
ト
を

作
成
す
る

4
フレーズの仕上げ処理（ストッ
プワード処理と共に、⼀般的な
用語なども除きます）

キ
ー
ワ
ー
ド
を

グ
ル
ー
プ
化
す
る

次
回

の
た
め
に
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

1 ⽂章処理したいフィールドを開きます。

2 文章からフレーズを抜き出したリストを作成します。

フィールドのシートを開きます。

1

2
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

3 クリーニングします。⽶英語・ステミング処理を⾏います。

１

２
これを選択します。
Text - General・
BritishAmericanSpellingStem

３

43



⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

9Drag & Drop や名寄せの要領で
同じ⾔葉や概念と思われる⾔葉を
1つにまとめます。

４ ここでのシソーラス登録は、作業量と
汎⽤性に応じで⾏うと良いでしょう。

部分⼀致検索および「カスタムビュー」
を積極的に使うと、効率よく作業でき
ます。

クリーンアップ時に、クリーンアップの確
認画面においてアイテムを複製できる
ようになりました。これにより、１つのフ
レーズ・ワードを複数のフレーズ・ワー
ドにまとめることができます。

複製したいフレー
ズ・ワードを
右クリック
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

ストップワードを適⽤し、不要な⾔葉を取り除きます。4

１ マイキーワードを表示させます

２

こちらの2つにチェックがあることを確認

３
マイキーワードを抽出から
フィールドを選択します。

マイキーワードの編集・・・
新しいキーワードリストを作成したり、既存の
キーワードリストに追加・削除・編集を⾏うこと
ができます。

整理の目的によっては
省略可能なステップ
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参考︓キーワードリスト (Keyword List)の利⽤ – 既存のリストから追加する

。

1 不要な単語を選択

2
選択項目をキーワードリストに追加
→キーワードリストを選択

整理の目的によっては
省略可能なステップ

キーワードリストは、ユーザーが独⾃に必要なキーワードを保存しておき、ハイライト、ストップワード等に利⽤することができる機能
です。キーワードリストは用途・テーマ等に応じて複数作成しておくことができます。
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参考︓キーワードリスト (Keyword List)の利⽤ – 自分で編集する

キーワードリストをテキストファイルとして出⼒したり、
テキストファイルからキーワードリストを作成したりすることもできます。
・キーワードリストの出⼒︓ キーワードリストをエクスポート
・ファイルからリスト作成︓ キーワードリストをインポート

左より・・・・・
新規キーワードリスト作成
キーワードリストの名前変更
キーワードリストの削除
リストへのワードの追加
リスト中のワードの変更
リスト中のワードの削除

キーワードリスト作成 正規表現の作り方
正規表現を利⽤すると、⼀定の形式になっている単語/フレーズを表現できます。
ストップワードに利⽤するキーワードを作成する際に便利です。

. 1文字に該当
x* 文字x が0個以上
x+ 文字x が1個以上
x? 文字ｘ が0または1個
x{n} 文字xがn個
x{m,n} 文字xがm個以上 n個以下
x{n,} 文字xがn個以上
¥n   改⾏
¥b   スペース、句読点、改⾏
¥t タブ
[] セット（使い方は右をご覧ください）
| またはORの意味
￥ エスケープワード

使用例

・数字
=> [0-9]

・何かアルファベット1文字
=> [a-zA-Z]

・Claim 1.3 など
=> claim¥b[0-9]¥.[0-9]

・Claim1-3, Claims10-14など
=>  claims?[0-9]{1,2}¥-[0-9]{1,2}

整理の目的によっては
省略可能なステップ

キーワードリストは、ユーザーが独⾃に必要なキーワードを保存しておき、ハイライト、ストップワード等に利⽤することができる機能
です。キーワードリストは用途・テーマ等に応じて複数作成しておくことができます。
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

フレーズの仕上げ処理（ストップワード処理と共に⼀般的な⽤語なども除きます）4

仕上げ前 仕上げ後

削除

分析に有用な具体的なフレーズが
効率よく抽出可能に︕

“データ編集”⇒“NLP後の仕上
げ”を選択

１

対象のフィールドを選択し、OK２

削除

整理の目的によっては
省略可能なステップ
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処理はここまでにして、必要な⾔葉だけを抜き取ったフィールドを作成するのでも、⼗分分析に利⽤することができます。

⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

必要な⾔葉を複数選択後（Ctrl+クリック）

右クリック➔選択項目をグループに追加

整理の目的によっては
省略可能なステップ
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

1

検索キーワード⼊⼒ 2 ヒットしたものを確認

3

4

類似表現・類義語を検索し、自分の⾔葉でグルーピングします（概念グループ化）5

完全一致か否か
チェックON=単語⼀致の検索になります
チェックOFF=⼊⼒語* と同じ扱いになり、
様々な単語や語尾変化を含む検索となります

グループを作成する⽅法には、検索という⼿段もあります。類似表現が探しにくい⽂字列等フィールドにグループを作成する場合などに便利です。
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

5 名前を付ける
6

7

8

グループができます。
ダブルクリックすると、
先頭に寄せ集められ、
どれがまとめられたの
か確認できます。
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

抄録の文章からフレーズを
切り出したものに対し、
分析に必要な軸でグループ
を作成している

キーワードでグルーピングし、
後でキーワードの分析が⾏
いやすいようなグループを作
成している
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グループを作成した後、グループ名の変更や選択した複数の項目の⼀括したチェックの付け外しは、以下のように⾏います。

⽂章データの整理⼿順︓（参考）グループ名の変更と選択状態の変更

1

チェックの付け外しをしたい⾏を選択

「グループの編集」を選択2

チェックのON/OFFができます。

グループの削除・名前の
変更などを⾏えます。

3
操作する対象のグループを
選択

4

4
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概念グループの作成︓
参考①︓演算⼦を使って⽬的の表現をグループ化する。

最初のキーワードを⼊⼒

1

2 5

ヒットしたものを確認

追加するキーワードを⼊⼒4

3 演算子を選択

任意の複数語を持つグループが作りたい︕
と思った場合に便利なやり⽅です。
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概念グループの作成︓
参考①︓演算⼦を使って⽬的の表現をグループ化する

演算子 定義 ヒットする表現

Adjacent (隣接) acrylicとesterが隣り合っている。 acrylic ester
ester  acrylic 

And acrylicとesterを含む。 acrylic ＿＿＿ester 
ester ＿＿＿acrylic 

And Not acrylicを含むがesterは含まない。 acrylic＿＿＿ester

Followed by Adjacent
 (隣接が後に続く)

acrylicとesterが隣り合っている。順序指定。 acrylic ester

Followed by And acrylicとesterが含まれる。順序指定 acrylic ＿＿＿ester 

Followed by Near2 acrylicとesterの間にワードが0-1個。順序指定。 acrylic ＿ester 

Followed by Near3 acrylicとesterの間にワードが0-2個。順序指定。 acrylic ＿＿ester 

Followed by Near4 acrylicとesterの間にワードが0-3個。順序指定。 acrylic ＿＿＿ester 

Near2 acrylicとesterの間にワードが0-1個 acrylic ＿ester 
ester ＿acrylic 

Near3 acrylicとesterの間にワードが0-2個 acrylic ＿＿ester 
ester ＿＿acrylic 

Near4 acrylicとesterの間にワードが0-3個 acrylic ＿＿＿ester 
ester ＿＿＿acrylic 

Or acrylicまたはesterを含む。 acrylic
acrylic ＿＿＿ester 
ester ＿＿＿acrylic 
ester

Or Not acrylicを含む。またはacrylicとesterを含む。 acrylic
acrylic ＿＿＿ester 
ester ＿＿＿acrylic 55



概念グループの作成︓
参考②: キーワードの組み合わせからグループを作成

このフレーズ（複数語）をもつグループを作り
たい︕と思った場合に便利なやり⽅です。

1 Low cost という2語を含む⾔葉を “COST” という
概念グループでくくることとします。
“low cost”を右クリック

3 これらの⾔葉を含む⾔葉で
グループが作成されます

2 “low” と “cost”の2語を
含む⾔葉を選び出します。
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概念グループの作成︓
参考③:シソーラスの利⽤︓概念グループをシソーラスに保存する

3 シソーラスファイル名を決めて、Thesaurus
フォルダに保存。

【データ編集】

1

2
シソーラスファイルに保存するグループを選択し
（ドラッグまたはCtrl+クリック）、OKをクリック

作成した概念グループは、単語とグループ名の組み合わせをシソーラス
（類義語辞書）として保存することが可能です。
次回以降、⽤語のグルーピングをこの保存したシソーラスを使って、瞬時に簡単に⾏う
ことができるようになります。
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概念グループの作成︓
参考④:シソーラスの利⽤︓シソーラスから概念グループを作成する

【データ編集】
1

2

3

4

５

6

この状態をお勧め
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

概念グループをフィールド化する6

これらのグループ名が項目になった
フィールドを作成します

1

キーワードグループで作成したグループのみのフィールドを作成すると、
キーワードによる分析を⾏いやすくすることができます
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⽂章データの整理⼿順︓DWPI抄録(用途) の⽂章から分析に利⽤するキーワードを作成する

マトリックスなど様々なマップでの
軸として利⽤出来るようになります。

詳細ウィンドウでの
評価軸に指定することが
出来るようになります。2

3

4
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⽂章データの整理⼿順︓作成した概念グループでシソーラスを作成し、次回以降に活かす

概念グループのシソーラスを作成する7

これらのグループ名の名前でシソーラス（類
義語辞書）を作成する

3

作成するものを選択

2

1
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⽂章データの整理⼿順︓作成した概念グループでシソーラスを作成し、次回以降に活かす

既存のシソーラスを利⽤して概念グループを作成する7

2

3
保存してあるシソーラスファイル
を選択する

4

1

概念グループがシソーラスを元に作成されます
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概念グリッド︓フレーズ・ワードを使って分析⺟集団の技術的特徴を俯瞰
 NLP処理したフレーズを使ってクラスタリングを⾏います。クラスタリングの計算により、トピックをメジャークラスターに分割し、更にメ

ジャークラスターをマイナークラスターに分割します。最後に各エリアに名前を付け、オーバーラップするマイナーエリアを同じ色で表
示します。

操作手順:
予め、テキストデータ（例︓DWPI 用途など）から、データ編集
⇒追加データ処理⇒NLP⇒フレーズの⼿順でフレーズを切り出す
して置き、
１．「解析」メニュー⇒「概念グリッドを作成」を選択
２．解析対象のフィールドを選択（例︓NLP処理したフレーズ）

ご利⽤場⾯
分析対象の⺟集合の技術的な特徴を簡
単な操作で俯瞰します。

例えば、DWPI 用途データのフレーズで概
念グリッドを作成すると、どのような⽤途が多
いのか把握できます。

用途フレーズのグループ化など、用途フレー
ズの分析軸を作成する際の参考情報とし
て、活用できます。

メジャークラスター

マイナークラスター

クラスター内のトップのフ
レーズ（container）
を表示
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⽇本語のテキストから単語を切り出して分析の処理ができるます。

⽇本語、中国語のテキストの処理（ベータ版）

操作手順:
日本語データのフィールドを開いた後、
１．「データ編集」メニュー⇒追加データ処理
２．Tokenize
 3.  Japanese text

切り出した後、グ
ルーピング可能

切り出し

1

２ ３
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